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 ★

一
九
六
〇
年
は
、
安
保
反
対
運
動
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
後
体
制
へ
の
不
安
と
不
信
が
噴
出
し
た
年
で
あ

っ
た
。
六
月
十
五
日
、
デ
モ
隊
が
国
会
議
事
堂
に
突
入
す
る
中
で
の
東
大
生
、
樺
美
智
子
の
死
は
人
々
に
衝
撃
を

与
え
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
戦
前
に
詩
人
と
し
て
の
自
己
を
作
り
上
げ
政
治
運
動
と
は
無
縁
で
あ
っ
た

木
下
夕
爾
、
時
代
や
社
会
の
中
で
生
き
る
主
体
を
念
頭
に
置
い
た
ネ
オ
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
提
唱
し
て
詩
誌

『
地
球
』
を
創
刊
（
昭
２５

・
４
）、
主
宰
し
て
い
た
秋
谷
豊
は
、
ど
の
よ
う
な
内
面
の
状
況
、
つ
ま
り
情
況
を
詩

に
表
出
し
て
い
た
の
か
。 

 Ⅰ
 

木
下
夕
爾 

【
略
歴 

】
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
、
現
在
の
福
山
市
御
幸
町
に
生
ま
れ
る
。『
若
草
』
の
投
稿
家
と
し
て
注
目

さ
れ
早
稲
田
高
等
学
院
に
学
ぶ
が
、
家
業
の
薬
局
を
継
ぐ
た
め
に
名
古
屋
薬
学
専
門
学
校
に
転
じ
、
昭
和
十
三
（
一

九
三
八
）
年
に
帰
郷
。
昭
和
十
五
年
、
第
六
回
「
文
芸
汎
論
詩
集
賞
」
受
賞
。
詩
集
に
『
田
舎
の
食
卓
』(

昭
１４)

『
生
れ
た
家
』(

昭
１５)

『
昔
の
歌
』(

昭
２１)

『
晩
夏
』(

昭
２４)

『
児
童
詩
集
』(

昭
３０)

『
笛
を
吹
く
ひ
と
』

(

昭
３３)

、
句
集
に
『
遠
雷
』(

昭
３４)

が
あ
る
。『
春
燈
』
の
創
刊
（
昭
２１

・
１
）
に
際
し
て
同
人
参
加
。
第
三

次
『
地
球
』(

秋
谷
豊
主
宰)

の
創
刊
同
人
（
昭
２５

・
４
）
。
同
人
詩
誌
『
木
靴
』
句
誌
『
春
雷
』
を
主
宰
す
る
。

昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
八
月
四
日
逝
去
。
絶
筆
は
、
広
島
の
原
爆
忌
を
う
た
っ
た
「
長
い
不
在
」（『
中
國
新

聞
』
昭
４０

・
８
・
５
）。『
地
球
』
の
主
宰
者
秋
谷
豊
は
、
詩
人
夕
爾
に
つ
い
て
、「
木
下
も
野
村
（
引
用
者
注
・

「
若
く
し
て
死
ん
だ
野
村
英
夫
」
）
も
、
自
然
的
な
抒
情
詩
人
で
は
な
い
。
そ
の
清
澄
な
美
し
さ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
存
在
感
を
き
び
し
く
自
分
に
課
し
た
自
覚
的
な
詩
人
で
あ
っ
た
。
」
（『
地
球
』
４４

号 

昭
４２

・
７
「
特
集

＝
木
下
夕
爾
追
悼
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
（
略
歴
は
、『
生
誕
１
０
０
年 

木
下
夕
爾
へ
の
招
待
―
―
乾
草
い
ろ
の

歳
月
―
―
』
ふ
く
や
ま
文
学
館 

平
２６

・
９
『
福
山
の
文
学 

第
５
集
』
ふ
く
や
ま
文
学
館 

平
１６

・
３
、
他

に
よ
る
） 

 

１
、「
生
の
歌
」（『
木
靴
』
２２

冊 

昭
３５

・
６
） 

  
 

僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う 

 
 

僕
は
生
き
る 

 
 

眠
り
の
あ
と
に
目
覚
め
が
く
る
よ
う
に 

 
 

 
 

 

 
 

僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う 

 
 

僕
は
生
き
る 

 
 

冷
え
た
皿
に
か
た
ま
る
人
工
油
脂
の
よ
う
に 

  
 

僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う 

 
 

僕
は
生
き
る 

 
 

と
も
ら
な
く
な
つ
た
電
燈
の
内
部
に
き
こ
え
る 
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か
す
か
な
金
属
音
の
よ
う
に 

  
 

僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う 

 
 

僕
は
生
き
る 

 
 

た
だ
ひ
と
り
で
も
僕
は
生
き
る 

 
 

深
夜
の
街
の
ト
ラ
ッ
ク
の 

 
 

タ
イ
ヤ
に
刺
さ
つ
た
一
本
の
画
鋲
の
よ
う
に 

 
 

僕
は
自
分
の
生
を
見
知
ら
ぬ
世
界
へ
運
ぶ 

 
 

 

 
 

２
、
時
代
背
景 

 
 

 

一
つ
の
方
向
に
驀
進
す
る
政
治
と
経
済
…
…
安
保
改
定
前
後
の
一
九
六
〇
年
の
日
本 

 
 
→

一
月
十
九
日
に
日
米
相
互
協
力
及
び
日
米
安
全
保
障
条
約
が
調
印
さ
れ
、
五
月
十
九
日
に
は
衆
議
院
で
強
行
採

決
さ
れ
る
。
安
保
改
定
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
革
新
勢
力
や
全
学
連
の
抗
議
運
動
が
激
化
し
て
い
く
。
い
わ
ゆ
る

安
保
闘
争
で
あ
る
。
六
月
十
五
日
、
国
会
議
事
堂
に
突
入
し
た
デ
モ
隊
が
機
動
隊
に
制
圧
さ
れ
、
東
大
の
学
生
で

あ
っ
た
樺
美
智
子
が
圧
死
す
る
（
実
際
は
扼
死
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
）
。
首
相
岸
信
介
は
翌
十
六
日
に
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
訪
日
の
中
止
を
決
定
す
る
。
十
八
日
、「
樺
美
智
子
さ
ん
の
死
を
悼
む
合
同
慰
霊
祭
」
が
行

わ
れ
る
。
新
安
保
条
約
は
参
議
院
の
承
認
を
得
な
い
ま
ま
六
月
二
十
日
に
成
立
し
、
岸
内
閣
は
二
十
三
日
に
総
辞

職
す
る
。
二
十
四
日
、「
樺
美
智
子
国
民
葬
葬
儀
委
員
会
」
に
よ
っ
て
「
国
民
葬
」
が
行
わ
れ
る
。（
小
熊
英
二
『
〈
民

主
〉
と
〈
愛
国
〉』
新
曜
社 

平
１４

・
１０

、
江
刺
昭
子
『
樺
美
智
子 
聖
少
女
伝
説
』
文
藝
春
秋 

平
２２

・

５
、
に
よ
る
） 

 
 
→

ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
に
刺
さ
っ
た
一
本
の
画
鋲
…
…
驀
進
す
る
巨
大
な
権
力
に
身
を
賭
し
て
刺
さ
っ
て
い
く

個 の
イ
メ
ー
ジ
。 

①
「
大
不
平
・
小
不
平
」（『
詩
学
』
１５

巻
１２

号 

昭
３５

・
１１

） 

大
中
小
、
色
々
あ
る
。
岸
信
介
の
よ
う
な
人
物
に
国
政
を
委
ね
て
あ
の
騒
擾
と
醜
態
と
悲
劇
を
惹
起
し
た
こ
と

が
そ
の
最
た
る
も
の
だ
ろ
う
。
や
つ
と
そ
の
人
物
も
退
陣
を
声
明
し
て
後
釜
の
総
裁
（
首
班
）
が
登
場
し
た
が
、

大
し
て
変
り
ば
え
も
し
な
い
。
大
体
、
岸
の
よ
う
な
人
物
を
選
出
す
る
山
口
県
の
人
々
の
気
が
知
れ
な
い
と
思
う
。

僕
が
こ
う
云
う
と
、
君
の
ほ
う
に
は
い
ま
の
池
田
総
理
、
か
つ
て
の
麦
飯
大
臣
が
い
る
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

に
な
つ
て
、
こ
れ
で
ぎ
や
ふ
ん
で
あ
る
。
い
ず
れ
解
散
・
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
僕
ら
の
広
島
県
も
田

舎
は
昔
か
ら
保
守
党
王
国
で
、
こ
れ
ま
た
結
果
は
見
な
い
で
知
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
岸
に
尻
つ
尾
を
振
つ

て
い
た
連
中
が
、
別
な
人
へ
、
池
田
の
ほ
う
へ
早
変
り
す
る
だ
け
で
あ
る
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。
と
思
い

な
が
ら
さ
し
あ
た
つ
て
は
ど
う
に
も
な
り
そ
う
に
な
い
と
こ
ろ
が
、
す
な
わ
ち
「
不
平
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

→

時
代
の
流
れ
に
違
和
を
持
ち
つ
つ
も
、
一
個
人
で
あ
る
自
分
の
非
力
さ
を
認
め
て
い
る
。 

★

「
僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う
／
僕
は
生
き
る
／
た
だ
ひ
と
り
で
も
僕
は
生
き
る
」
と
は
、
社
会
の
片
隅
に
生
息

し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
、
な
お
言
葉
は
手
放
さ
な
い
と
い
う
夕
爾
の
自
己
認
識
と
意
志
の
表
明
で
あ
る
。

言
葉
の
可
能
性
は
社
会
と
の
緊
張
関
係
に
お
い
て
成
り
立
つ
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
自
分
は
そ
の
先
頭
に
立
っ

て
戦
う
器
で
は
な
い
と
い
う
厳
し
く
も
正
確
な
自
画
像
を
描
い
て
い
る
。 

 

②
「
小
鳥
の
巣
」（『
詩
学
』
１５

巻
１
号 

昭
３５

・
１
）
第
二
、
三
連 

 

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
や 

澄
ん
だ
歌
声
に
こ
た
え
る
よ
う
に 

青
葉
わ
か
ば
の
き
ら
め
く
あ
た
り 
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一
本
の
短
か
い
藁
く
ず
が 

巣
か
ら
ぶ
ら
さ
が
つ
て
揺
れ
て
い
た 

 （
平
和
も
幸
福
も 

あ
ん
な
に
ひ
そ
や
か
で
か
ぼ
そ
く
て 

い
つ
も
揺
ら
い
で
い
る
も
の
な
の
だ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

→

日
常
と
い
う
も
の
が
危
う
い
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
立
し
て
い
る
と
い
う
認
識
。 

 

 
 

③
「
死
の
歌
」（『
木
靴
』
２１

冊 

昭
３５

・
２
） 

 
 

…
…
「
死
の
歌
」「
生
の
歌
」
は
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
広
島
県
詩
集 

第
２
集 

一
九
六
〇
年
版
』(

広
島
県
詩
人

協
会 

昭
３５

・

１１)

に
「
内
部
」
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
も
対
に
な
っ
て
い
る
が
、
夕
爾
の
生
へ
の

諦
念
と
疲
弊
が
感
じ
ら
れ
る
。 

  
 

僕
は
ま
も
な
く
死
ぬ
だ
ろ
う 

 
 

僕
は
完
全
な
無
機
物
に
な
る
だ
ろ
う 

 
 

僕
は
今
ま
で
も
た
な
か
っ
た
自
由
を
も
つ
だ
ろ
う 

  
 

僕
は
視
る 

僕
を
燃
や
す
焔
の
色
で 

  
 

僕
は
語
る 

 
 

僕
を
燃
や
す
風
の
音
で 

  
 

そ
う
し
て
僕
は 

  
 

自
分
を
抱
い
て
い
た
地
球
を 

 
 

別
な
愛
の
か
た
ち
で
抱
く 

  
 

３
、「
僕
は
生
き
ら
れ
る
」 

 
 

①
「
僕
は
生
き
ら
れ
る
」（『
詩
学
』
１９

巻
１１

号 

昭
３９

・
１１

） 

  
 

僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う 

 
 

僕
は
生
き
る 

 
 

朝
々
の
厨
の
隅
に 

 
 

場
所
を
き
め
て
鳴
い
て
い
る 

 
 

一
ぴ
き
の
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
の
よ
う
に 

  
 

僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う 

 
 

僕
は
生
き
る 

 
 

石
蕗
の
葉
に
ま
だ
光
っ
て
い
る 

 
 

通
り
雨
の
ひ
と
つ
ぶ
の
よ
う
に 

  
 

僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う 



4 

 

 
 

僕
は
生
き
る 

 
 

棚
田
か
ら
棚
田
へ
と 

 
 

自
分
の
こ
だ
ま
を
追
い
か
け
る 

 
 

午
後
の
山
峡
の
落
し
水
の
よ
う
に 

  
 

僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う 

 
 

僕
は
生
き
る 

 
 

た
だ
一
つ
取
り
の
こ
さ
れ
た 

 
 

高
い
梢
の
柿
の
実
を
見
上
げ
て
い
る 

 
 

鶏
小
屋
の
陶
器
の
卵
の
よ
う
に 

  
 

僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う 

 
 

僕
は
生
き
る 

 
 

た
だ
ひ
と
り
で
も
僕
は
生
き
ら
れ
る 

 
 

稲
妻
が
僕
の
窓
に 

 
 

く
り
返
し
貼
り
つ
け
る 

ひ
と
む
れ
の
萱
の
よ
う
に 

 
 

或
い
は
ま
た 

 
 

野
な
か
に
欝
々
と
立
っ
て
い
る 

 
 

一
本
の
大
き
な
欅
の
よ
う
に 

 
 
→

「
生
の
歌
」
の
日
常
の
片
隅
に
あ
り
つ
つ
も
、
社
会
と
の
緊
張
関
係
を
想
起
さ
せ
る
内
容
に
比
べ
て
、
自
然
か

ら
得
た
モ
チ
ー
フ
に
傾
斜
し
て
い
る
。「
一
ぴ
き
の
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
」「
通
り
雨
の
一
つ
ぶ
」「
山
峡
の
落
し
水
」

と
命
の
時
間
が
ど
ん
ど
ん
短
く
な
り
、
「
鶏
小
屋
の
陶
器
の
卵
」
と
命
の
擬
似
形
と
な
り
、
稲
妻
が
窓
に
照
射
す

る
「
ひ
と
む
れ
の
萱
」
の
影
と
な
っ
て
、
実
体
感
が
希
薄
化
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
「
一
本
の
大
き
な
欅
」
と
い

う
自
然
の
時
間
に
還
っ
て
い
く
生
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
「
僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う
／
僕
は
生
き
る
／
た
だ
ひ

と
り
で
も
僕
は
生
き
ら
れ
る
」
と
可
能
性
と
意
志
が
限
り
な
く
接
近
し
て
い
る
生
を
主
張
し
て
い
る
。 

 
 

 
 ②

「
僕
は
生
き
ら
れ
る
」（『
パ
ア
ゴ
ラ
』
１１

号 

昭
３９

・
１２

） 

  
 

僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う 

僕
は
生
き
る 

 
 

白
菜
の
肌
を
舐
め
ま
わ
す 

 
 

朝
の
か
ま
ど
の
火
の
よ
う
に 

  
 

僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う 

 
 

僕
は
生
き
る 

 
 

夜
ふ
け
の
皿
の
煮
凝

に
こ
ご
り

の
よ
う
に 

 
 

肉
と
骨
か
ら
完
全
に
分
離
さ
れ
て 

  
 

僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う 

 
 

僕
は
生
き
る 

 
 

中
途
で
よ
じ
れ
ち
ぎ
れ
な
が
ら 

 
 

物
を
つ
か
ん
で
い
る 
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枯
れ
た
蔓
草
の
よ
う
に 

  
 

僕
は
生
き
ら
れ
る
だ
ろ
う 

 
 

僕
は
生
き
る 

 
 

た
だ
ひ
と
り
で
も
僕
は
生
き
る 

 
 

枯
草
の
中
で
僕
を
つ
ま
づ
か
せ
る 

 
 

石
の
よ
う
な 

 
 

自
分
の
生
を
確
か
め
て 

 
 
→

「
生
の
歌
」
の
社
会
と
の
緊
張
関
係
、『
地
球
』
掲
載
形
の
自
然
へ
の
投
影
に
比
し
て
、
暮
し
の
中
の
風
景
と

い
う
性
質
が
濃
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
共
に
、
『
地
球
』
掲
載
形
は
秋
の
風
物
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
ち
ら

は
「
白
菜
」「
枯
れ
た
蔓
草
」「
枯
草
」
と
冬
の
風
物
で
あ
る
。
更
に
、
伝
統
的
な
和
歌
や
俳
句
の
情
緒
も
感
じ
さ

せ
る
秋
の
風
景
に
比
べ
て
、
日
常
の
中
で
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
も
の
を
扱
っ
て
い
る
。
「
中
途
で
よ
じ
れ
ち
ぎ
れ

な
が
ら
／
物
を
つ
か
ん
で
い
る
／
枯
れ
た
蔓
草
」
は
、
独
自
の
着
眼
に
よ
る
擬
人
化
で
あ
り
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ

て
も
な
お
生
き
る
意
志
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

最
終
連
は
、
そ
れ
ま
で
の
二
作
品
に
は
な
か
っ
た
能
動
的
姿
勢
で
結
ば
れ
て
い
る
。
「
枯
草
の
中
で
僕
を
つ
ま

づ
か
せ
る
／
石
の
よ
う
な
／
自
分
の
生
を
確
か
め
て
」
と
は
、
生
と
は
生
き
る
足
元
を
躓
か
せ
る
負
の
本
質
で
あ

る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
自
分
の
貧
し
さ
が
風
景
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
夕
爾
は
、
最
終
の
三

行
で
自
分
の
生
の
姿
を
明
確
に
描
き
、
可
能
性
と
意
志
の
限
り
な
い
接
近
か
ら
意
志
を
打
ち
出
し
、
負
を
抱
え
込

ん
だ
生
を
引
き
受
け
る
決
意
を
語
る
。 

 
 
★

昭
和
三
十
九
年
の
二
つ
の
「
僕
は
生
き
ら
れ
る
」
で
は
、
景
物
と
も
重
な
る
自
然
、
及
び
暮
し
の
中
の
嘱
目
の

景
と
な
り
、
社
会
的
緊
張
関
係
は
消
え
る
。
時
代
は
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
十
月
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
開
催
さ
れ
た
。
時
代
の
勢
い
、
華
や
ぎ
か
ら
生
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
得
る
こ
と
は
な
く
、
二
つ
の
「
僕
は
生
き
ら

れ
る
」
に
見
た
、
暮
し
の
些
事
と
そ
の
周
囲
の
目
に
も
留
ま
ら
な
い
光
景
が
生
の
実
景
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

局
限
さ
れ
た
日
常
の
低
音
部
で
あ
る
。 

  
 
Ⅱ

 

秋
谷 

豊
（
あ
き
や 

ゆ
た
か
） 

 
 

【
略
歴
】
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
、
現
在
の
埼
玉
県
鴻
巣
市
に
生
ま
れ
る
。
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
、
父

が
死
去
。
翌
年
に
は
母
も
亡
く
な
り
、
生
家
（
石
屋
を
営
ん
で
い
た
）
は
没
落
す
る
。
孤
児
と
な
っ
た
秋
谷
は
、

父
母
の
実
家
を
転
々
と
し
た
後
、
昭
和
十
二
年
に
東
京
下
谷
の
叔
母
の
家
に
引
き
取
ら
れ
る
。
昭
和
十
三
年
九
月
、

『
若
草
』
の
投
稿
仲
間
と
第
一
次
『
地
球
』
創
刊
。
昭
和
十
六
年
、
日
大
文
学
部
予
科
に
入
学
（
翌
年
中
退
）。

昭
和
十
八
年
に
応
召
さ
れ
、
部
隊
は
サ
イ
パ
ン
島
に
向
か
っ
た
が
、
秋
谷
の
み
召
集
を
解
除
さ
れ
る
。
昭
和
二
十

年
三
月
、
東
京
大
空
襲
で
住
ん
で
い
た
ア
パ
ー
ト
が
全
焼
。
八
月
に
終
戦
と
な
る
が
、
二
十
余
名
の
『
地
球
』
同

人
の
大
半
が
戦
死
、
秋
谷
の
弟
も
戦
病
死
す
る
。
昭
和
二
十
一
年
三
月
、
福
田
律
郎
ら
と
詩
誌
『
純
粋
詩
』
を
創

刊
。
昭
和
二
十
五
年
四
月
、
第
三
次
『
地
球
』
創
刊
。
ネ
オ
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
提
唱
し
、
多
く
の
戦
後
詩

人
た
ち
の
活
躍
の
場
と
な
っ
た
。
主
な
詩
集
に
『
遍
歴
の
手
紙
』（
昭
２２

）『
葦
の
遍
歴
』(

昭
２８)

『
登
攀
』(

昭

３７)

『
降
誕
祭
前
夜
』(

同)

『
冬
の
音
楽
』(

昭
４４)

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
狐
』(

昭
４６)

『
辺
境
』(

昭
５１)

『
ラ
ン

プ
の
遠
近
』(

昭
５６)

『
砂
漠
の
ミ
イ
ラ
』(

昭
６１)

『
廃
墟
と
山
靴
』(

平
３
・
一
九
九
一)

『
時
代
の
明
け
方
』(

平

７)

『
探
検
』(

平
９)

『
日
本
海
』(

平
１７)

が
あ
る
。
平
成
二
十
年
十
一
月
十
八
日
逝
去
。
（『
秋
谷 

豊 

詩
集

成
』
北
溟
社 

平
２１

・
７
、
の
「
秋
谷 

豊
年
譜
」
石
井
徹
作
成
、
に
よ
る
） 

  
 

１
、「
雨
季
」（『
地
球
』
３１

号 

昭
３５

・
８
、『
降
誕
祭
前
夜
』
所
収
） 

  
 

ざ
わ
ざ
わ
と
鳴
る 
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六
月
の
深
い
み
ど
り
の
中
か
ら 

そ
れ
は 

流
れ
出
る
…
… 

彼
は
ぼ
く
の
深
い
葉
の
中
か
ら 

す
べ
て
の
も
の
の
ひ
か
り
を 

引
き
下
ろ
す 

彼
は
棘
の
よ
う
に
鋭
く 

ぼ
く
の
咽
喉
を
焼
く 

 

や
が
て
や
っ
て
く
る
雨
季 

く
ち
な
し
の
花
が
は
じ
け
る 

動
乱
の
と
き
に
―
― 

言
葉
は
武
器
だ 

詩
人
は
呪
文
の
よ
う
に
叫
ん
だ 

旗
を
か
つ
い
で 

彼
は
朝
か
ら
群
衆
の
列
の
中
に
出
か
け
る 

よ
ご
れ
た
群
衆
は 

旗
を
お
し
ひ
ろ
げ
て 

大
き
な
広
場
に
向
っ
て
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
つ
き
す
す
ん
だ 

言
葉
は 

白
く
光
っ
て
い
る 

夏
の
ひ
か
り
を
え
ぐ
る 

 

詩
人
は
言
葉
の
可
能
を
信
じ
た 

銃
の
よ
う
に 

詩
人
は
言
葉
の
苦
さ
を
信
じ
た 

撃
た
れ
た 

鶏
の
首
の
よ
う
に 

そ
の
と
き 

血
の
中
で 

言
葉
が 

ぼ
く
を
と
ら
え
る 

 

言
葉
は
武
器
だ 

言
葉
は
喧
嘩
だ
っ
た 

言
葉
は
一
つ
の
世
界
に
流
れ
て
い
る 

言
葉
は
無
数
の
見
し
ら
ぬ
人
を
愛
す
る 

地
平
に
ふ
る 

雨
に
打
た
れ
る 

ぼ
く
の
言
葉 

白
熱
す
る
群
衆
の
中
で 

そ
れ
が
な
ぜ
武
器
と
な
る
の
か 

ふ
し
ぎ
だ 

 

光
り 

だ
け 

白
く
光
っ
て
い
る
夏
の
日
に 

一
人
の
少
女
が
う
ご
け
な
い
群
衆
の
中
に
お
し
つ
ぶ
さ
れ
た 

少
女
は
朝
か
ら
群
衆
の
列
の
中
に
出
か
け
た
の
だ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
言
葉
の
下
に
な
っ
て
死
ぬ
な
ん
て
こ
と
を 

少
女
は
知
ら
な
か
っ
た
の
だ 
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な
ぜ
な
ら 

少
女
は
ひ
と
り
だ
っ
た
か
ら 

か
っ
と
日
の
照
る 

そ
の
白
い
朝 

少
女
の
家
で
小
鳥
が
死
ん
だ 

「
昨
日
ま
で
あ
ん
な
に
鳴
い
て
い
た
の
に
…
…
」 

深
く 

え
ぐ
れ
た 

夏
の
光
り
の
中
に 

鳥
は
叫
び
を
や
め
て
し
ま
っ
た
の
だ 

鳥
は
す
べ
て
の
言
葉
を
失
っ
た
の
だ 

鳥
籠
の
上
の
黒
い
太
陽
が 

鳥
の
咽
喉
を
燃
い
た
の
だ 

少
女
は
何
か
を
叫
ぼ
う
と
し
た
が 

急
に
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
も
の
が
咽
喉
に
流
れ
こ
ん
で
き
て 

少
女
は
何
も
叫
べ
な
か
っ
た 

 

ざ
わ
ざ
わ
と
鳴
る 

よ
ご
れ
た
六
月
の
み
ど
り
の
葉 

街
の
隅
に 

路
上
に
あ
ふ
れ
出
る
群
衆
の
声 

言
葉
は 

砂
を
あ
び 

言
葉
は 

も
だ
え 

そ
の
と
き 

言
葉
は
大
き
な
川
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
る 

言
葉
は
群
衆
の
中
を
時
の
よ
う
に
流
れ
る 

す
る
と 

何
か
が 

い
き
な
り 

目
の
前
に
お
り
て
き
て 

群
衆
を
遮
断
す
る 

目
も
く
ら
む
鋼
鉄
の
物
体
が
か
れ
ら
の
咽
喉
に
打
ち
こ
ま
れ
た
の
だ 

そ
れ
は
鉄
の
よ
う
に
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
打
ち
こ
ま
れ
る 

群
衆
は
打
ち
く
だ
か
れ 

よ
ろ
め
き
な
が
ら 

つ
き
す
す
ん
だ 

群
衆
は
雨
に
ぬ
れ 

鉄
の
言
葉
を
つ
き
ぬ
け
て 

ふ
た
た
び
暗
く
な
っ
た
乾
燥
の
国
に
も
ど
っ
て
く
る 

 

六
月
の
夜
の
深
い
み
ど
り
の
中
に 

旗
が
う
す
よ
ご
れ
て
立
っ
て
い
る 

旗
の
下
に
雨
に
打
た
れ
て
眠
っ
て
い
る 

少
女
の
顔 

少
女
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
の
だ 

沈
黙
し
た
鳥
の
悲
し
み
に 

少
女
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
だ 

臆
病
な
ぼ
く 

何
も
叫
べ
な
か
っ
た
ぼ
く 
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ま
っ
く
ら
な
夜 

鳥
の
よ
う
に
叫
び
を
や
め
た
少
女
の
上
に 

ぼ
く
は
眠
っ
て
い
る
愛
を
さ
ま
し
て
や
り
た
い 

 

大
き
な
広
場
に
向
っ
て
つ
き
す
す
む
言
葉
は 

棘
の
よ
う
に
鋭
く 

ぼ
く
を
遮
断
す
る 

銃
の
よ
う
に 

言
葉
が 

血
の
中
で 

ぼ
く
を
と
ら
え
る 

武
器
と
な
っ
て
も 

人
は
眠
っ
て
い
る
愛
を
さ
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ 

死
ん
で
し
ま
っ
た 

一
人
の
悲
し
み
を
つ
ぐ
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ 

ざ
わ
ざ
わ
と
鳴
る 

白
昼
の 

葉
の
中
か
ら
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
流
れ
出
る 

★

連
帯
を
呼
び
か
け
る
筈
の
言
葉
は
、
遮
断
す
る
言
葉
、
参
加
者
の
咽
喉
に
打
ち
込
ま
れ
て
焼
く
言
葉
、
コ
ン
ク 

リ
ー
ト
の
言
葉
で
し
か
な
か
っ
た
。
愛
を
生
む
べ
き
言
葉
は
死
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
。
武
器
と
し
て
の
言
葉
は
詩 

人
に
跳
ね
返
っ
て
血
を
流
す
。
ざ
わ
ざ
わ
と
鳴
る
緑
の
中
か
ら
湧
き
出
る
「
そ
れ
」
と
は
、
生
あ
る
も
の
の
エ
ゴ 

イ
ズ
ム
で
あ
ろ
う
か
。 

 

２
、
秋
谷
の
同
時
代
評 

①
「
一
九
六
〇
年
展
望 

詩
誌
」（『
現
代
詩
手
帖
』
４
巻
１
号 

昭
３６

・
１
） 

「●
 

表
現
者
と
し
て
の
抵
抗
線
」 

『
詩
組
織
』
の
中
川
敏
は
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
方
向
を
組
織
者
と
し
て
の
実
践
的
行
動
力
に
求
め
て
い
る

が
、
組
織
の
問
題
が
創
造
上
の
問
題
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
な
い
の
が
社
会
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
現
状
な
の
で
あ
っ

て
、
組
織
は
け
つ
し
て
詩
人
の
ド
ク
ト
リ
ン
と
は
な
り
得
な
い
も
の
だ
。
い
ま
わ
れ
わ
れ
に
明
白
に
語
れ
る
こ
と

は
、
た
だ
一
つ
圧
迫
者
に
立
ち
向
つ
て
ゆ
く
表
現
者
と
し
て
の
自
ら
の
行
為
だ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ

れ
は
詩
人
で
あ
る
前
に
ま
ず
生
活
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
か
り
に
歴
史
や
社
会
が
改
変
さ
れ

た
と
し
て
も
、
や
は
り
「
革
命
者
に
対
し
て
も
守
ろ
う
と
す
る
」
わ
れ
わ
れ
の
（
少
く
と
も
ぼ
く
の
）
表
現
者
と

し
て
の
抵
抗
線
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
の
だ
。 

 
 

（
略
） 

ぼ
く
も
寺
山
の
意
見
に
は
大
体
賛
成
で
、
た
と
え
ば
街
頭
デ
モ
を
し
た
詩
人
の
存
在
を
あ
ま
り
買
い
か
ぶ
つ
て

は
い
け
な
い
と
思
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
争
中
の
『
辻
詩
集
』
や
『
愛
国
詩
選
』
の
精
神
と
同
質
の
も
の
で
し
か

な
い
の
だ
。
い
や
戦
後
に
だ
つ
て
あ
る
。『
松
川
詩
集
』
や
『
死
の
灰
詩
集
』
や
メ
ー
デ
ー
事
件
の
詩
に
は
ほ
ん

と
う
の
芸
術
的
感
動
を
も
つ
た
作
品
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
つ
た
と
い
つ
て
い
い
。 

②
「
安
保
賛
成
―
ぼ
く
の
意
見
―
」（『
地
球
』
３１

号 

昭
３５

・
８
） 

 

ぼ
く
自
身
、
戦
争
を
骨
身
に
徹
し
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
年
代
の
一
人
だ
が
、
「
安
保
は
戦
争
に
結
び
つ
く
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
持
つ
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
ム
ー
ド
に
は
反
撥
を
感
じ
る
の
だ
。
こ
れ
は
六
月
十
五
日
の
国
会

デ
モ
で
死
ん
だ
女
子
学
生
の
死
を
「
虐
殺
」
と
よ
ん
で
平
気
な
顔
を
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
進
歩
的
文
化
人
や
学
者

た
ち
の
言
葉
の
無
責
任
さ
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。 

 

六
・
一
五
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
全
学
連
の
行
動
を
正
当
化
す
る
だ
け
で
、
権
力
政
治
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る

べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
人
間
の
憎
悪
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
進
歩
的
文
化
人
は
ひ
と
り
も
い
な
か
っ
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た
。
こ
う
い
う
人
民
民
主
主
義
に
は
ぼ
く
は
つ
い
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

 
安
保
に
よ
っ
て
戦
争
を
防
ぐ
と
い
う
見
方
だ
っ
て
成
り
立
つ
わ
け
だ
し
、
ま
た
、
中
立
に
よ
っ
て
平
和
を
守
り

得
る
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
中
立
的
な
立
場
に
よ
る
平
和
共
存
は
望
む
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
安
保
が
中
共
ソ
ビ
エ
ト
に
敵
対
す
る
軍
事
同
盟
と
い
う
の
は
早
急
な
論
理
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
一
方
、

中
ソ
の
軍
事
同
盟
が
政
治
の
予
測
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
限
り
、
や
は
り
現
在
の
時
点
で
そ
の
結
果
を
仮
定
し

て
判
断
す
る
こ
と
は
早
計
な
の
で
あ
る
。 

 
 

 

（
略
） 

 

し
か
し
、
安
保
賛
成
、
反
対
の
態
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
詩
人
団
体
が
ひ
と
つ
お
ぼ
え
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
声
明
す

る
こ
と
に
は
反
対
な
の
だ
。
問
題
は
詩
人
が
ど
こ
ま
で
自
分
自
身
で
あ
り
う
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

 

（
略
） 

 

詩
人
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
今
日
の
状
況
の
中
で
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
規
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、

ぼ
く
に
は
っ
き
り
と
言
い
う
る
こ
と
は
、
い
つ
い
か
な
る
場
所
、
い
つ
い
か
な
る
時
代
で
も
、
詩
人
は
真
実
の
発

条
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。 

 
 

 

（
略
） 

 

安
保
賛
成
の
ぼ
く
の
こ
の
一
文
は
、
自
民
党
的
意
見
だ
と
非
難
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
、

臆
病
者
と
い
わ
れ
よ
う
と
も
、
ぼ
く
は
自
分
の
言
葉
に
責
任
を
も
ち
そ
れ
を
見
つ
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

 

★

詩
人
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
言
葉
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
敵
と
味
方
に
二
分
す
る
組
織
の
言
葉
に
自
分
を

ゆ
だ
ね
て
は
な
ら
な
い
。
掲
げ
る
テ
ー
マ
は
変
わ
っ
て
も
、
二
分
す
る
言
葉
に
無
自
覚
な
姿
勢
は
、
戦
時
下
の
戦

意
昂
揚
も
現
在
の
反
戦
・
反
権
力
デ
モ
も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
注
目
す
べ
き
指
摘
を
し
て
い
る
。 

 

３
、『
現
代
詩
』
の
姿
勢 

①
関
根
弘
「
安
保
条
約
反
対
闘
争
歌
」（『
現
代
詩
』
７
巻
５
号 

昭
３５

・
５
） 

（
第
四
番
） 

前
進
す
る
と
き
だ 

今
だ
！ 

た
い
せ
つ
な
と
き
は 

貧
し
さ
か
ら
の
解
放
の
た
め
に 

戦
線
が
光 

う
し
な
わ
な
い
う
ち
に 

ひ
と
足
早
く 

勝
利
し
て
し
ま
う
の
だ 

進
め 

進
め 

前
へ
進
め
！ 

「
現
在
林
光
氏
が
作
曲
中
，
近
く
完
成
す
る
」
と
い
う
添
え
書
き
が
あ
る
。 

②
関
根
弘
「
編
集
ノ
ー
ト
」（『
現
代
詩
』
７
巻
８
号 

昭
３５

・
８
） 

 
 

（
略
） 

 

日
本
人
民
の
解
放
闘
争
の
前
線
に
立
つ
て
、
敵
権
力
の
手
に
よ
つ
て
虐
殺
さ
れ
た
樺
美
智
子
さ
ん
の
英
雄
的
死

に
わ
た
し
た
ち
は
と
く
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
わ
た
し
た
ち
詩
人
は
英
雄
主
義
と
い
う
言
葉
を

安
つ
ぽ
く
使
つ
て
は
な
る
ま
い
が
、
英
雄
的
と
い
う
讃
辞
を
戦
後
は
じ
め
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
き

が
す
る
。
け
れ
ど
も
、
自
ら
の
官
僚
的
セ
ク
ト
性
の
ゆ
え
に
、
樺
美
智
子
さ
ん
の
死
の
意
味
を
正
当
に
評
価
で
き

ず
、
ひ
と
し
ず
く
の
涙
を
そ
そ
ぐ
こ
と
も
、
復
讐
を
誓
う
こ
と
も
拒
否
し
た
一
団
の
あ
る
こ
と
を
わ
た
し
た
ち
は

忘
れ
て
な
る
ま
い
。（
略
） 

★

『
現
代
詩
』
は
、
共
産
党
員
が
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
新
日
本
文
学
会
の
詩
雑
誌
と
し
て
、
昭
和
二
十
九
年

七
月
に
創
刊
さ
れ
（
昭
和
三
十
二
年
九
月
に
新
日
本
文
学
会
か
ら
独
立
す
る
）
、
一
九
六
四
年
十
月
の
終
刊
ま
で
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全
一
二
〇
冊
を
刊
行
し
た
。
社
会
変
革
と
結
び
つ
く
詩
の
実
践
と
方
法
を
模
索
し
た
。
岸
政
権
批
判
と
共
に
政
権

打
倒
の
主
導
争
い
に
傾
斜
し
て
い
た
共
産
党
も
批
判
し
て
い
る
。（
参
考 

『
現
代
詩 

復
刻
版 

別
冊
』
の
「
解

題
」
澤
正
宏
・
加
藤
邦
彦
・
田
口
麻
奈
・
鳥
羽
耕
史 

三
人
社 

二
〇
二
〇
・
四
） 


